
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東海財務局長

【提出日】 平成25年11月14日

【四半期会計期間】 第19期第２四半期（自　平成25年７月１日　至　平成25年９月30日）

【会社名】 株式会社あみやき亭

【英訳名】 AMIYAKI TEI CO., LTD．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　佐藤　啓介

【本店の所在の場所】 愛知県春日井市如意申町五丁目12番地の８

【電話番号】 ０５６８（３２）８８００

【事務連絡者氏名】 常務取締役　管理本部長　　千々和　康

【最寄りの連絡場所】 愛知県春日井市如意申町五丁目12番地の８

【電話番号】 ０５６８（３２）８８００

【事務連絡者氏名】 常務取締役　管理本部長　　千々和　康

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

株式会社名古屋証券取引所

（名古屋市中区栄三丁目８番20号）

EDINET提出書類

株式会社　あみやき亭(E03398)

四半期報告書

 1/20



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第２四半期連結
累計期間

第19期
第２四半期連結
累計期間

第18期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 11,513 12,200 23,210

経常利益（百万円） 1,054 1,448 2,108

四半期（当期）純利益（百万円） 610 902 1,159

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
609 902 1,162

純資産額（百万円） 12,377 13,573 12,807

総資産額（百万円） 15,231 16,608 16,168

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
89.09 131.81 169.27

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
- - -

自己資本比率（％） 81.3 81.7 79.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,154 1,063 2,495

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,321 △389 △2,564

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△105 △139 △232

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
2,162 2,669 2,134

　

回次
第18期

第２四半期連結
会計期間

第19期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日
至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
50.46 69.96

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　      ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式がないため記載しておりません。

　　　　４．当社は平成25年10月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 （１）経営成績の分析　

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州の景気低迷や新興国の経済停滞の影響が懸念されるもの

の、政府による経済政策等の効果もあり、企業収益に改善が見られるなど、日本経済は全体として景気回復に明る

い兆しが現れております。

一方で、円安進行による原材料価格の上昇など国内景気の下振れ懸念があり、依然として先行きは不透明な状

況となっております。

当業界におきましては、景気回復に伴い個人消費の消費マインドの改善により一部回復の兆しはあるものの、

依然、雇用・所得環境は低迷したままであり、また、原材料価格が上昇するなど取巻く経営環境は引き続き厳しい

状況となっております。

　このような環境の下、当社グループといたしましては、「食肉の専門集団」である強みを活かしたカット方法の

改善による原価低減を行うとともに「お客様に喜んでいただき、選んでいただく店舗作り」を目指し、お客様に

とって「安心・安全で美味しくて安い」価値感・満足感のある商品の提供に努めるなど他社との差別化を図り、既

存店の強化を行ってまいりました。

店舗数につきましては、焼肉事業3店舗（あみやき亭鈴鹿白子店、あみやき亭岐阜福光店、あみやき亭草加店）

を新規出店した結果、当第2四半期連結会計期間末の店舗数は195店舗となりました。

以上の結果、当第2四半期連結累計期間の業績は、売上高12,200百万円（前年同期比6.0%増）、損益面につきま

しては、カット方法の改善による歩留まり向上に伴う原価低減が寄与し、営業利益1,420百万円（前年同期比

38.5％増）、経常利益1,448百万円（前年同期比37.4%増）、四半期純利益902百万円（前年同期比47.9%増）と増収

増益となりました。

また、株式会社あみやき亭単体の当第2四半期累計期間の業績は、売上高10,187百万円（前年同期比4.0%増）、

営業利益1,221百万円（前年同期比19.5%増）、経常利益1,276百万円（前年同期比19.5%増）、四半期純利益746百

万円（前年同期比19.2%増）と増収増益となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

＜焼肉事業＞

焼肉事業の当第2四半期連結会計期間末の店舗数は、3店舗新規出店し、美濃路如意店を新業態ほるたん屋とし

て業態変更した結果、129店舗となりました。内訳は、あみやき亭111店舗、かるび家5店舗、スエヒロ館12店舗、

ほるたん屋1店舗であります。

当社が経営する「あみやき亭」では、品質の向上に徹底的にこだわり「お客様にとって価値感・満足感のある

商品」の提供に努め、既存店強化に努めてまいりました。

また、「食肉の専門集団」である強みを活かし、名古屋市場直送の新鮮な朝挽きホルモンをその日のうちにお

客様へ提供する牛タンとホルモン専門店のほるたん屋を新たに立ち上げました。

株式会社スエヒロレストランシステムが経営する焼肉「スエヒロ館」につきましては、「食肉の専門集団」で

ある強みを活かして和牛を「チェーン店価格」で提供しております。

　以上の結果、焼肉事業の当第2四半期連結累計期間の売上高は、9,780百万円（前年同期比9.9%増）となりまし

た。

　

＜焼鳥事業＞

焼鳥事業の当第2四半期連結会計期間末の店舗数は、57店舗であります。

焼鳥事業は、当社が経営する「元祖やきとり家美濃路」であります。

焼鳥事業におきまして、最優先事項として内部取り組みを行ってまいりましたが、まだ、成果がみられない状

況ですので、引続き焼きの技術向上はもとより、基本の徹底や接客・サービスのレベル向上に向けた社員教育の取

組みを行ってまいります。

　以上の結果、焼鳥事業の当第2四半期連結累計期間の売上高は、1,875百万円（前年同期比10.3%減）となりまし

た。　

　

＜その他の事業＞
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その他の事業の当第2四半期連結会計期間末の店舗数は、9店舗であります。

　内訳は、株式会社スエヒロレストランシステムが経営する、レストランの「スエヒロ館」6店舗、居酒屋「楽

市」3店舗であります。

　レストランの「スエヒロ館」につきましては、「食肉の専門集団」である当社グループの強みを活かした低価格

の「100%国産ハンバーグ」「国産牛ステーキ」を提供するハンバーグ・ステーキの専門店として、引続き品質の向

上に努めてまいりました。

また、居酒屋「楽市」につきましても、メニュー開発を行うとともに商品の品質向上やお客さまの立場に立っ

た接客・サービスの向上に努めてまいりました。

以上の結果、その他の事業の当第2四半期連結累計期間の売上高は543百万円（前年同期比4.5%増）となりまし

た。

　

（２）キャッシュ・フローの状況　

　当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と

比較して535百万円増加し、2,669百万円となりました。当第2四半期連結累計期間における各キャッシュ・フ

ローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（ 営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第2四半期連結累計期間において、営業活動の結果獲得した資金は、1,063百万円（前年同期は1,154百万円

の獲得）となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益が1,422百万円となったこと等を反映したものであります。　

（ 投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第2四半期連結累計期間において、投資活動の結果使用した資金は、389百万円（前年同期は1,321百万円の

使用）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出が360百万円あったこと等を反映したものであります。

（ 財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第2四半期連結累計期間において、財務活動の結果使用した資金は、139百万円（前年同期は105百万円の使

用）となりました。

　これは主に、配当金の支払額が135百万円あったこと等を反映したものであります。
　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第2四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
 
（５）財政状態の分析　

（資産の部）

　当第2四半期連結会計期間末の資産の内、流動資産は、現金及び預金の増加等により8,142百万円となり、前

連結会計年度末と比較して、565百万円増加しました。

　固定資産は主に、減価償却費の計上等により8,465百万円となり、前連結会計年度末と比較して、124百万円

減少しました。　

　以上の結果、資産の部は、16,608百万円となり、前連結会計年度末と比較して、440百万円の増加となりま

した。

（負債の部）

　当第2四半期連結会計期間末の負債の内、流動負債は、買掛金の減少等により2,593百万円となり、前連結会

計年度末と比較して、326百万円減少しました。

　固定負債は主に、資産除去債務の増加等により、441百万円となり、前連結会計年度末と比較して、1百万円

増加しました。

　以上の結果、負債の部は、3,035百万円となり、前連結会計年度末と比較して、325百万円の減少となりまし

た。　　

（純資産の部）

　当第2四半期連結会計期間末の純資産の部は、利益剰余金の増加等により、13,573百万円となり、前連結会

計年度末と比較して、765百万円の増加となりました。

　以上の結果、自己資本比率は、81.7％となり前連結会計年度末と比較して、2.5ポイント増加となりまし

た。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 144,000

計 144,000

（注）平成25年５月15日開催の取締役会及び、平成25年６月12日開催の定時株主総会決議に基づき、平成25年10月１

　　　日付で株式分割、単元株制度の採用及び定款の一部変更が行われ、発行可能株式総数は14,256,000株増加し、

　　　14,400,000株となっております。　

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 68,488 6,848,800

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

（注）２

　

計 68,488 6,848,800 － －

（注）１．当第２四半期会計期間末現在の発行済株式総数は68,488株でしたが、平成25年５月15日開催の取締役会

　　　　　及び、平成25年６月12日開催の定時株主総会決議に基づき、平成25年10月１日付で１株を100株に株式分

　　　　　割いたしました。これにより株式数は6,780,312株増加し、発行済株式総数は6,848,800株となっておりま

　　　　　す。

　　　２．当社は、当第２四半期会計期間末現在において単元株制度を採用しておりませんでしたが、平成25年５月

　　　　　15日開催の取締役会及び、平成25年６月12日開催の定時株主総会決議に基づき、平成25年10月１日付で１

　　　　　株を100株に株式分割するとともに、１単元の株式数を100株とする単元株制度を採用しております。

　　　　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。　　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年７月１

日～　

平成25年９月30日　

- 68,488 - 2,473 - 2,426

（注）　平成25年10月１日付をもって１株を100株に株式分割し、発行済株式総数が6,780,312株増加しておりま

す。　
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（６）【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

チャレンジブイコーポ

レーション有限会社
愛知県小牧市桃ヶ丘２丁目10番２号 24,990 36.49

日本トラスティ・サー

ビス信託銀行株式会社

（信託口）

　

東京都中央区晴海１丁目８番11号 6,636 9.69

日本マスタートラスト

信託銀行株式会社

（信託口）　　

東京都港区浜松町２丁目11番３号 3,315 4.84

佐藤　啓介 愛知県小牧市 3,050 4.45

米久株式会社 静岡県沼津市岡宮寺林1259番地 2,400 3.50

佐藤　きい 愛知県小牧市　 2,050 2.99

野村信託銀行株式会社

（投信口）

　

東京都千代田区大手町２丁目２－２　 910 1.33

資産管理サービス信託

銀行株式会社

（証券投資信託口）　

東京都中央区晴海１丁目８番12号　

　
829 1.21

日本トラスティ・サー

ビス信託銀行株式会社

（信託口9）

　

東京都中央区晴海１丁目８番11号 632 0.92

UNITED NATIONS FOR

THE UNITED NATIONS

JOINT STAFF PENSION

FUND A UN ORGAN

（常任代理人　香港上

海銀行東京支店　カス

トディ業務部）

 

1 DAG HAMMARSK JOLD PLAZA, 885 2ND AVENUE, 4TH 

FLOOR, P. O. BOX 5037 NEW YORK,NY 10017 
　
(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

450 0.66

計 － 45,262 66.09

　（注）　上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　6,636株

　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　3,315株

　　　　　野村信託銀行株式会社（投信口）　　　　　　　　　　　　　　　910株

　　　　　資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口）　　　　　829株

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9）　　　　 632株
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（７）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

　 平成25年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 - - -

　議決権制限株式（自己株式等） - - -

　議決権制限株式（その他） - - -

　完全議決権株式（自己株式等） - - -

　完全議決権株式（その他） 　普通株式68,488 68,488

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式

　単元未満株式 - - -

　発行済株式総数 68,488 - -

　総株主の議決権 - 68,488 -

 

②【自己株式等】

　 平成25年9月30日現在

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

- - - - - -

計 - - - - -

 

２【役員の状況】

　　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　　　役員の異動　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
フードシステム
本部長

専務取締役
フードシステム
本部長

小坂　治樹 平成25年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第2四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成

25年９月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,840 7,602

預け金 293 67

売掛金 2 1

商品及び製品 40 42

原材料及び貯蔵品 93 70

繰延税金資産 103 100

その他 203 256

流動資産合計 7,577 8,142

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,837 4,728

構築物（純額） 381 370

機械及び装置（純額） 191 177

車両運搬具（純額） 2 5

工具、器具及び備品（純額） 179 183

土地 516 516

建設仮勘定 7 4

有形固定資産合計 6,114 5,985

無形固定資産

ソフトウエア 2 1

その他 46 46

無形固定資産合計 49 48

投資その他の資産

投資有価証券 3 3

長期貸付金 285 274

繰延税金資産 272 288

差入保証金 1,030 1,037

投資不動産 284 284

その他 550 544

投資その他の資産合計 2,426 2,431

固定資産合計 8,590 8,465

資産合計 16,168 16,608
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 869 699

未払金及び未払費用 1,074 858

未払法人税等 515 567

賞与引当金 91 113

役員賞与引当金 － 12

株主優待引当金 3 9

ポイント引当金 28 26

その他 337 305

流動負債合計 2,920 2,593

固定負債

負ののれん 0 0

繰延税金負債 24 24

資産除去債務 265 272

その他 149 145

固定負債合計 440 441

負債合計 3,360 3,035

純資産の部

株主資本

資本金 2,473 2,473

資本剰余金 2,426 2,426

利益剰余金 7,906 8,671

株主資本合計 12,806 13,572

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 0

その他の包括利益累計額合計 0 0

純資産合計 12,807 13,573

負債純資産合計 16,168 16,608
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 11,513 12,200

売上原価 4,342 4,384

売上総利益 7,170 7,815

販売費及び一般管理費
※ 6,145 ※ 6,395

営業利益 1,025 1,420

営業外収益

受取利息 7 8

受取配当金 0 0

受取賃貸料 － 5

協賛金収入 16 9

その他 4 4

営業外収益合計 29 28

営業外費用

不動産賃貸費用 － 0

営業外費用合計 － 0

経常利益 1,054 1,448

特別利益

受取保険金 1 0

特別利益合計 1 0

特別損失

固定資産除却損 12 7

減損損失 6 12

保険解約損 － 4

その他 1 3

特別損失合計 19 26

税金等調整前四半期純利益 1,036 1,422

法人税、住民税及び事業税 434 533

法人税等調整額 △8 △13

法人税等合計 426 519

少数株主損益調整前四半期純利益 610 902

四半期純利益 610 902
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 610 902

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 0

その他の包括利益合計 △0 0

四半期包括利益 609 902

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 609 902
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,036 1,422

減価償却費 367 366

賞与引当金の増減額（△は減少） △17 22

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 10 12

株主優待引当金の増減額（△は減少） 4 5

ポイント引当金の増減額（△は減少） △1 △2

有形固定資産除却損 12 7

受取利息及び受取配当金 △8 △8

減損損失 6 12

売上債権の増減額（△は増加） △0 1

たな卸資産の増減額（△は増加） 146 20

その他の流動資産の増減額（△は増加） △24 △39

仕入債務の増減額（△は減少） △167 △169

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 7 △92

未払消費税等の増減額（△は減少） 68 △17

その他の流動負債の増減額（△は減少） 31 △13

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

△28 △24

その他 4 13

小計 1,450 1,515

利息及び配当金の受取額 6 5

法人税等の支払額 △302 △457

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,154 1,063

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,500 △3,000

定期預金の払戻による収入 3,500 3,000

有形固定資産の取得による支出 △274 △360

有形固定資産の除却による支出 － △14

無形固定資産の取得による支出 △0 △2

差入保証金の差入による支出 △8 △17

差入保証金の回収による収入 0 6

貸付けによる支出 △20 －

貸付金の回収による収入 0 0

その他 △19 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,321 △389

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △2 △4

配当金の支払額 △102 △135

財務活動によるキャッシュ・フロー △105 △139

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △272 535

現金及び現金同等物の期首残高 2,435 2,134

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 2,162 ※ 2,669
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は次のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

給与手当 2,886百万円 3,045百万円

賞与引当金繰入額 80 104

役員賞与引当金繰入額 10 12

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金 6,459百万円 7,602百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △4,500 △5,000

その他（預け金） 203 67

現金及び現金同等物 2,162 2,669
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当に関する事項

（1） 配当金支払額

（決議） 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年6月13日

定時株主総会
　普通株式 102 1,500

平成24年3月31

日　
平成24年6月14日 利益剰余金　

（2）　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月1

日取締役会
　普通株式 123 1,800

平成24年9月30

日　
平成24年12月10日 利益剰余金　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当に関する事項

（1） 配当金支払額

（決議） 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年6月12日

定時株主総会
　普通株式 136 2,000

平成25年3月31

日　
平成25年6月13日 利益剰余金　

（2）　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月1日

取締役会
　普通株式 136 2,000　

平成25年9月30

日　
平成25年12月10日 利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

　

報告セグメント　　
　その他

（注）　
合計　

　焼肉事業 焼鳥事業 　　 計

売上高

　外部顧客への売上高　

   　 　

8,901 2,091 10,992 520 11,513

　セグメント間の内部売上高又は振替高 - - - - -

計 8,901 2,091 10,992 520 11,513

　セグメント利益又は損失（△） 897 137 1,034 △4 1,030

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、居酒屋事業及びレストラン

事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）　

利益 金額　

報告セグメント計　 1,034

「その他」の区分の利益又は損失（△） △4

全社費用（注） △4

四半期連結損益計算書の営業利益 1,025

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

　

報告セグメント　　
　その他

（注）　
合計　

　焼肉事業 焼鳥事業 　　 計

売上高

　外部顧客への売上高　

   　 　

9,780 1,875 11,656 543 12,200

　セグメント間の内部売上高又は振替高 - - - - -

計 9,780 1,875 11,656 543 12,200

　セグメント利益 1,315 66 1,381 44 1,425

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、居酒屋事業及びレストラン

事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）　

利益 金額　

報告セグメント計　 1,381

「その他」の区分の利益 44

全社費用（注） △5

四半期連結損益計算書の営業利益 1,420

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 89円09銭 131円81銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 610 902

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 610 902

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,848 6,848

（注）１．潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　　２．当社は、平成25年10月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

　　　　　当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。　
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（重要な後発事象）

（株式分割、単元株制度の採用及び定款の一部変更）

　当社は、平成25年５月15日開催の取締役会及び平成25年６月12日開催の第18回定時株主総会の決議に基づ

き、平成25年10月１日付で株式分割、単元株制度の導入及び定款の一部変更を実施いたしました。

１．目的

　平成19年11月に全国証券取引所が公表した「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨を踏まえ、当社

株式を上場している証券市場の利便性・流動性の向上に資するため、１株を100株に分割するとともに単元

株制度の採用を行いました。なお、この株式分割及び単元株制度の採用に伴う投資単位の実質的な変更は

ありません。

　

２．株式分割の概要

(1) 分割の方法　

　平成25年９月30日(月)を基準日として、同日最終の株式名簿に記載または記録された株主が所有する当

社株式を、１株につき100株の割合をもって分割いたしました。

(2) 分割により増加した株式数

① 株式の分割前の発行済株式総数　　　 　　　 68,488株

② 株式の分割により増加する株式数　　　　　6,780,312株　

③ 株式の分割後の発行済株式総数　　　　　　6,848,800株　

④ 株式の分割後の発行可能株式総数　　 　　14,400,000株

(3) 分割の日程

① 基準日公告日　平成25年９月13日(金)

② 基準日　　　　平成25年９月30日(月)

③ 効力発生日　　平成25年10月１日(火)

　

３．単元株制度の採用

(1) 新設する単元株式の数

「２．株式分割の概要」の効力発生日をもって単元株式制度を採用し、単元株式数を100株といたしまし

た。

(2) 新設の日程

　効力発生日　平成25年10月１日(火)

（参考）平成25年9月26日(木)をもって、証券取引所における売買単位も100株に変更されております。

　

　

２【その他】

　中間配当に関する事項

　平成25年10月1日開催の取締役会において、当期中間配当につき、次のとおり決議しました。

①中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　 　136百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　 2,000円00銭

③支払請求の効力発生日および支払開始日　　平成25年12月10日　

（注）平成25年9月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。　

　　　　

EDINET提出書類

株式会社　あみやき亭(E03398)

四半期報告書

18/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月13日

株式会社あみやき亭

取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　順　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 楠元　宏　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あみや

き亭の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あみやき亭及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。　

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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